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広 報

世帯数 2,081戸
人 口 6,959人

男 3,349人
女 3,610人

出 生 男 0 女 1 計 1
死 亡 男 2 女 4 計 6

転 入 男 3 女 9 計12
転 出 男 7 女 5 計12

（平成12年９月30日現在）

町 民 の 動 き

11
第３６５号

約１億５千万年前の模型

全長７ｍ、高さ1.2ｍ

幅 2.1ｍ、重さ200kg

勝浦郡勝浦町の町おこしグループ「勝浦井戸端

塾」にこのほど、東京のイベント企画会社「ニュー

アートクリエーション」から恐竜の原寸大模型が

寄贈されました。（同社からの寄贈は1998年のステ

ゴサウルスに続き２回目）現在は、農村環境改善

センター前に設置されています。皆様も是非一度

ご対面してみてはいかがでしょうか？

※11月中旬には「恐竜の里」に９体目の恐竜として設置予定

恐竜ティラノサウルス

出 現 !

２０００



２

去
る
十
月
二
十
一
日

農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
回
健
康

福
祉
ま
つ
り
が
約
四
百
名
の
人
々
が
参

加
さ
れ
、
ま
た
来
賓
に
は
、
岡
本
富
治

県
議
会
議
員
、
神
原
忍
町
議
会
議
長
を

迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ま
つ
り
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
て
「
健
康
寿
命
」
の
延
長
、
つ
ま
り

住
民
一
人
ひ
と
り
が
生
活
の
質
を
維
持

し
障
害
の
少
な
い
生
活
を
送
る
た
め
に

正
し
い
食
生
活
や
体
を
動
か
す
な
ど
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
、
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
な
が
ら
日
常
の
健
康

管
理
に
留
意
し
て
、
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も
ら
お
う
と
、

年
一
回
開
催
し
て
い
る
も
の
。
開
会
の

あ
と
主
催
者
を
代
表
し
て
川
口
幸
一
勝

浦
町
長
、
坪
井
一
町
社
会
福
祉
協
議
会
々

長
か
ら
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
保
健
や
福

祉
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
並

び
に
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
受
賞
者
を
代
表
し
て
細
川
寛
さ
ん

か
ら
は
「
こ
れ
を
励
み
に
し
て
今
後
と

も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
地
道
に

実
行
し
て
い
き
た
い
」
と
感
謝
の
意
を

表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
特
別
講
演
の
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
た
天
台
宗
僧
侶
、

藤
井
妙
法
さ
ん
か
ら
は
「
充
実
し
た
人

生
と
は
」
と
題
し
て
、
自
分
の
歩
ん
で

き
た
僧
侶
に
至
る
ま
で
の
道
の
り
、
そ

の
中
か
ら
得
た
人
生
の
教
訓
に
つ
い
て

説
得
力
の
あ
る
内
容
で
話
さ
れ
、
参
加

者
は
感
銘
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

人
生
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
行
わ
れ
た
、
手

話
コ
ー
ラ
ス
、
徳
島
県
警
音
楽
隊
の
演

奏
は
、
心
な
ご
む
ひ
と
と
き
で
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
愛
育
班
の
方
々

を
始
め
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
心
か
ら

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年
も
ま
た
お
元
気
で
お
逢
い
し
ま

し
ょ
う
。

勝
浦
町
長
表
彰

湯

浅

實
（
民
生
委
員
）

棚

野

愛

育

班
（
保
健
予
防
）

横

瀬

愛

育

班
（
保
健
予
防
）

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
表
彰

細

川

寛
（
社
協
役
員
）

丸

山

好
（
老
人
福
祉
）

下

村

恒

明
（
老
人
福
祉
）

武

田

吉

子
（
障
害
者
福
祉
）

池

田

正

男
（
障
害
者
福
祉
）

宮

島

時

美
（
母
子
福
祉
）

大

谷

和

恵
（
更
生
保
護
婦
人
）

山

西

一

子
（
更
生
保
護
婦
人
）

長

田

フ
ミ
ヨ
（
遺
族
会
福
祉
）

住

友

律

子
（
遺
族
会
福
祉
）

中

山

チ
カ
ノ
（
遺
族
会
福
祉
）

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
々
長
感
謝
状

幸

山

利

勝
（
善
意
銀
行
）

久

保

博
（
善
意
銀
行
）

竹

山

都

栄
（
善
意
銀
行
）

蔀

公

一
（
善
意
銀
行
）

南

力
（
善
意
銀
行
）

川

端

清

子
（
善
意
銀
行
）

谷

口

哲

也
（
善
意
銀
行
）

山

口

咲

夫
（
善
意
銀
行
）

岡

本

亘

二
（
善
意
銀
行
）

谷

内

百
合
夫
（
歳
末
募
金･

自
動
車
提
供
）

古

山

博
（
歳
末
募
金･

自
動
車
提
供
）

山

西

喜
一
郎
（
歳
末
募
金･

自
動
車
提
供
）

速

水

克

彦
（
歳
末
募
金･

自
動
車
提
供
）

勝

浦

産

業

（
歳
末
募
金
）

川

上

照

夫
（
歳
末
募
金
）

定

作

修
（
歳
末
募
金
）

清

水

文

雄
（
歳
末
募
金
）

谷

尻

亨
（
歳
末
募
金
）

平

岡

和

一
（
歳
末
募
金
）

倉

橋

順

三
（
歳
末
募
金
）

表
彰
状
及
び
感
謝
状

贈
呈
者

情熱的に話される藤井妙法さん

健康づくりに意欲的な

参加者のみなさん

勝浦町長表彰受賞の棚野愛育班代表 貞岡八重子さん

迫力ある演奏で参加者を魅了する県警音楽隊のみなさん

手話サークルのみなさん

（
敬
称
略
）

第
十
回

勝
浦
町
健
康
福
祉
ま
つ
り

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

（土）

(株)



３

去
る
九
月
二
十
六
日
、
民
生
児
童
委
員
の
一

行
二
十
二
人
が
、
上
勝
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
長

寿
園
へ
勝
浦
町
か
ら
入
所
さ
れ
て
い
る
六
人
を

訪
ね
ま
し
た
。
親
し
く
話
を
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ

た
り
、
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

次
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
を
訪
問
し
、
三
人
の
お
見
舞
い
を
い
た

し
ま
し
た
。「
ま
た
来
て
よ
。」
の
こ
と
ば
に
胸

が
一
杯
に
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
鳩
の
家
で
は
一
人
を

お
見
舞
い
し
、
真
新
し
い
施
設
を
施
設
長
さ
ん

の
案
内
で
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
有
意
義
な

一
日
で
し
た
。

９月21日から23日の２泊３日で今岡会長外15名が、

北海道夕張市と北見市の視察研修を実施しました。

21日は夕張市の日本を代表するメロン産地を訪

れました。夕張市農業委員会でメロン栽培で夕張

炭鉱の閉山から立ち上がってきた、市や農協の取

り組みについて説明を受けました。

特筆すべきは、夕張メロンを全国的に知られる

ようにした要因は、①メロンの種を組合以外には

絶対に出さない。②全量を農協で取り扱う。③完

熟させ糖度14度以上で出荷する。④品質検査は組

合員が交代で行う。⑤栽培技術を18班に分けて競

争させる。⑥プール計算は一日毎に行い、３日後

には出荷者の口座に振込みする。⑦検査に割った

メロンはゼリー等の加工にまわしているので、思

い切りよい検査ができることです。

夕張市は、中山間地域で広い平坦地は少ないとこ

ろですが、間口６ｍ、奥行50ｍ、高さ２ｍの細いト

ンネルハウスで、２条にはわせた栽培をしています。

平均の耕作面積は約２haで約1800万円の粗収入

があり、所得は700万円くらいになるようです。

夕張メロンは５月12日に初出荷をし、8月末で終

了します。完熟させるため日持ちが悪いのですが、

このことが業者は他産地の物を売る前に夕張の物

を売る必要があり、売るからまた買うと言った好

結果になる要因です。

22日は北見市農業技術センターに視察に行きま

した。北見市は日本の玉ねぎの約４割を生産する

大産地です。玉ねぎは毎年作付けすると良くない

ので、３年毎の栽培体系をとります。組み合わせ

は、玉ねぎ→ビート→小麦の輸作が中心です。農

家は土壌分析に神経を使い、センターでのサンプ

ル数は年間3800件位になるそうです。１農家当り

の耕作面積は平均８ｈａで、年間の農業粗収入額

は約1800万円、所得は約700万円くらいです。経

費の大部分は大型機械の償却費です。主品目の玉

ねぎの品種はスーパー北もみじとオホーツクが主

流です。収穫時期であったので大型機械で収穫し、

縦１ｍ、横２ｍ、高さ1.5ｍの鉄製のカゴに入れ、ビ

ニールシートを上にかぶせ、畑で１～２ヵ月は放置

して出荷するようです。豆類も収穫期で株ごと抜い

て、畑で直径1.5ｍ、高さ1.5ｍに積み上げ、ビニー

ルシートを上部にかぶせる作業が見られました。

今回の視察をして特に参考になったことは、夕

張市は昭和35年人口116,908人であったが平成２

年３月夕張炭鉱が閉山し、平成12年には15,538人

となっているなか、メロンは作付面積331ha、生

産額32億１千万円をあげていることです。中山間

地域でありながら知恵を出し合って、現在の日本

を代表するメロン産地として生き残ってきたこと

に、深い感銘を受けた視察でした。

老
人
ホ
ー
ム
訪
問



４

去
る
九
月
二
十
六
日

、
徳
島

県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
青

少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
を

図
る
目
的
で
少
年
の
主
張
徳
島
県

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

九
地
区
よ
り
選
出
さ
れ
た
代
表
十

人
の
中
学
生
が
「
家
庭
の
日
」「
青

少
年
の
非
行
防
止
」「
郷
土
愛
・
将

来
の
希
望
」
等
に
関
す
る
日
ご
ろ

の
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

味
間
さ
ん
は
、
小
松
島
市
・
勝

浦
郡
の
代
表
と
し
て
「
い
つ
か
わ

た
し
も
こ
た
え
た
い
」
と
い
う
演

題
で
体
の
不
自
由
な
男
性
が
一
生

懸
命
に
働
い
て
い
る
姿
か
ら
現
在

の
社
会
に
欠
け
て
い
る
「
夢
・
一

生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
勢
・
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
・
他

に
対
す
る
思
い
や
り
」
等
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
問
題
に
な
っ
て
い
る
少
年
非
行

に
焦
点
を
当
て
原
因
を
究
明
し
、

味
間
さ
ん
自
身
は
元
気
に
前
向
き

に
生
き
て
い
き
た
い
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
あ
り
、

見
事
優
秀
賞
第
一
席
に
輝
き
ま
し

た
。

少年の主張 徳島県大会
９月26日 徳島県青少年センター

平
成
12
年
度

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

九
月
十
八
日
～

地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
九
月
十
八
日
か

ら
勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
十
チ
ー
ム

の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

好
試
合
の
続
く
中
、
決

勝
は
坂
本
対
中
角
の
対
戦

と
な
り
、
序
盤
に
リ
ー
ド

を
ひ
ろ
げ
た
坂
本
が
、
中

角
の
反
撃
を
許
さ
ず
、
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
上
記
の
通
り
で

す
。

①

坂

本

②

今

山

③

星
谷
Ａ

④

山
西
掛

⑤

石

原

⑥

中

角

⑦

横

瀬

⑧

棚

野

⑨

久

国

⑩

星
谷
Ｂ

平成12年度 宝くじ助成事業

石原地区に

野外ステージ完成
自治総合センターによる「平成12年

度宝くじ助成事業」により，７月31日石

原区の野外ステージが完成しました。

これからは，地区住民の交流の場とし

て，お祭り，子ども会等に幅広く活用さ

れることでしょう。

自治総合センターの行

うコミュニティ助成事業は，宝

くじ受託事業収入を財源として，

地区のコミュニティ活動の助成
を行うものです。

坂 本
優勝の坂本チーム

坂本がＶ

優秀賞第１席

味 間 千 尋 さん
（勝浦中学校３年）

(財)

(財)

（火）



５

“勝浦ロマンの会”事務局より

“勝浦ロマンの会”は、先般９月の会合で「町社会福祉協議会長」坪井
一さんを会長に選任いたしました。そして、前会長の今岡重幸さん、元

会長の谷敏治さんを顧問に、副会長に森川福市さんを選出いたしました。

昨年４月、花嫁銀行を社会福祉協議会と農業委員会とに軸足を置く

新組織として改組し、会長は農業委員会の会長が就任、一呼吸置いて、

社会福祉協議会会長にバトンタッチすることになっていました。任期

は２年で、次期は農業委員会の会長が選出されることになっています。

各地区の相談員さんは次のとおりですので、ご相談ください。

島倉千代子の演歌に「人生いろいろ」があります。そうです。いろ

いろあって人生輝くのです。人生80年、パートナーありてこそ楽しい
のです。その思いを込めて「結婚促進あいうえお」をおくります。

あ 諦めるのはまだ早い。「人生は希望とロマンだ。」

い 一杯のコーヒーから愛の花さくこともある。
う“うれしい話”もまずは各地区相談員さんとの連携から。
え 縁は異なもの味なもの。「縁と運はどこにあるやらわかりまへん」。
お 落ちこぼれてどないする。「人生七転八起」だ。

町民愛唱歌「こんなええとこ勝浦の町」（宮井悦平作曲）のカセッ

トテープをご希望の方に贈呈します。無料

連絡先 福良 健（ ２―3191１）。

「勝浦町花嫁花婿相談委員会」会長に
町社会福祉協議会長 坪 井 一 さんを選任 番号 地 区 氏 名 電話番号

１ 会 長 坪 井 一 ２－2494
２ 副 会 長 森 川 福 市 ２－3550
３ 顧 問 谷 敏 治 ２－2115
４ 顧 問 今 岡 重 幸 ２－3463
５ 沼江･石原 鈴 木 鹿 子 ２－4718
６ 掛 谷 野上 伊佐子 ２－3534
７ 山 西 武 市 卓 雄 ２－3814
８ 中 角 鈴木 キヨ子 ２－2660
９ 生 名 高木 三知雄 ２－2921
10 今 山 大久保 和子 ２－2912
11 黒 岩 岸 岡 幸 子 ２－2487
12 星 谷 木 尾 文 一 ２－4052
13 久 国 久 保 肇 子 ２－2411
14 棚 野 山 野 光 子 ２－3437
15 中 山 栗 城 初 江 ２－2829
16 横 瀬 定作 ミサコ ２－2052
17 横 瀬 稲 井 稔 ２－2189
18 与 川 内 山 田 耕 造 ２－2120
19 坂 本 稼勢 紗枝子 ２－3866
20 坂本･生名 河 野 敬 三 ２－4848

平成12年度勝浦町花嫁花婿相談委員会委員名簿

事務局連絡先 福良 健 〒771-4303
勝浦町大字生名字東11 ２－3191

平成12年10月６日付をもって退任されました美馬彰さんに

替わりまして、10月７日新しく朔章一さんが就任されました。

美馬彰さんには昭和63年10月７日就任から12年間にわたり

勝浦町の教育行政にご尽力を賜り、ありがどうございました。

また、朔章一さんには、教育行政の場でご活躍されますこ

とをお祈りいたします。

なお、次の５名が教育委員の方々です。

委 員 長 武 田 京

委員長職務代理者 坂 田 淳 一

委 員 澤 井 元 一

委 員 朔 章 一

教 育 長 松 浦 一 博

新しい教育委員に
朔 章一さん（与川内）就任

前教育委員長

美 馬 彰さん

教育委員

朔 章 一さん

皆
さ
ん
も
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
全

国
津
々
浦
々
、
過
疎
化
、
少
子
化
、
高
齢

化
、
晩
婚
化
が
進
み
、
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
若
者
や
子
ど
も
が
い

な
く
な
り
地
域
の
灯
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
ま
す
。
県

下
で
も
各
自
治
体
が
生
き
残
り
を
か
け
、

合
併
話

が
現
実
味
を
帯
び
て
論
議

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

活
性
化
の
根
本
は
若
者
定
着
と
結
婚
促

進
で
す
。
私
も
お
引
き
受
け
し
た
か
ら

に
は
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力
を

あ
げ
て
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
多
く
の
方
々
の

ご
理
解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
前

会
長
の
後
を
引
き
受
け
る
の
は
荷
が
重

い
の
で
す
が
、
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
具
体
策
と

し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

一
、
相
談
員
会
活
動
を
四
か
ら
五
の
班

に
分
け
情
報
交
換
を
深
め
る
。

二
、「
勝
浦
広
報
」の
積
極
利
用
に
よ
り

更
な
る
啓
発
に
努
め
る
。

三
、
毎
週
火
・
木
に
行
っ
て
い
る
結
婚

相
談
の
利
用
促
進
を
図
る
。

四
、
他
市
町
村
と
の
交
流
・
情
報
交
換

を
活
性
化
す
る
。

（
会
長
談
話
）

町社会福祉協議会長

坪 井 一

市外局番（08854）（敬称略）



総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

国
民
年
金
だ
よ
り

公
的
年
金
制
度
は
国
が
運
営
し

て
い
る
制
度
で
、
老
後
の
生
活
を

支
え
る
大
切
な
も
の
で
す
。

そ
の
「
年
金
」
も
加
入
期
間
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
納
付
期
間
が

足
り
な
か
っ
た
場
合
、
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
、
ま
た
年
金
額

が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起

こ
り
ま
す
。

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、「
年
金
」

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
ご
相
談
は

勝
浦
町
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係

ま
で
お
気
軽
に
。

二
―
一
五
〇
一

毎
週
木
曜
日
生
比
奈
保
育
所

十
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

園
庭
と
リ
ズ
ム
室
で
好
き
な
遊
び
を
し
た
り
、

リ
ズ
ム
遊
び
や
紙
芝
居
を
見
た
り
し
て
親
子
で
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
育
児
の
悩
み
や

子
ど
も
さ
ん
の
成
長
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、

親
睦
も
深
め
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
気
軽
に

参
加
し
て
皆
で
楽
し
い
教
室
に
し
ま
せ
ん
か
。

６

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す

11月６日から12日は「年金週間」です

30日 16日 ９日 ２日

・
好
き
な
遊
び
を
す
る（
室
内
、戸
外
）

・
十
一
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
に
参
加
す
る

・
好
き
な
遊
び
を
す
る（
室
内
、戸
外
）

・
マ
ラ
カ
ス
作
り

・
好
き
な
遊
び
を
す
る（
室
内
、戸
外
）

・
運
動
遊
び

・
手
遊
び

・
好
き
な
遊
び
を
す
る（
室
内
、戸
外
）

・
保
健
婦
さ
ん
来
所（
健
康
相
談
、育
児
相
談
）

お
家
で
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

平 山 泰 代 後藤悦治郎

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
に
よ
る
演
奏

と

き
平
成
十
二
年
十
一
月
十
二
日

午
後
二
時
か
ら
三
時
四
十
五
分

と
こ
ろ

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催
勝
浦
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

勝
浦
町
教
育
委
員
会

－プロフィール－

紙ふうせん
フォークグループ

“赤い鳥”のメンバー
として「日本サッカー
協会オフィシャル応援
歌」などのヒットをと
ばした後、1974年に

“紙ふうせん”を結成。
コンサート、コマーシャ
ルソング、番組テーマ
ソングの作曲など多彩
な音楽活動を続けてい
る。ラジオやテレビの
レギュラーとしても幅
広く活躍中。

イ

ベ

ン

ト

情

報

人
権
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

わ
ん
ぱ
く
教
室
へ

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

（木）（木）（木）（木）



Information

勝浦町役場 住民課 ２－１５０１

○
国
勢
調
査
に
ご
記
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
み
な
さ
ん
の
調
査
票
は
、
厳
重
な
個
人
情
報
保
護
の
下
、
た
だ
い
ま
集
計
中
で
す
。

○
も
う
す
ぐ
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
一
日
現
在
の
日
本
の
人
口
が

わ
か
り
ま
す
。

○
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
社
会
福
祉
、
環
境
、
教
育
、
住
宅
な

ど
二
十
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

と

き

十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

午
前
八
時
三
十
分
集
合

午
前
九
時
開
会
式

（
雨
天
の
場
合
五
日

に
延
期
し

ま
す
）

と
こ
ろ

勝
浦
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
町
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

・
敷
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
多
数
の
参
加
者
を
お
待
ち
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

前
夜
祭

十
一
月
二
十
五
日

場

所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

時

間

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

内

容

学
校
講
師
の
講
演

外
来
講
師
の
講
演

各
種
イ
ベ
ン
ト

紅
舞
祭

十
一
月
二
十
六
日

場

所

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
内

時

間

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

内

容

数
々
の
模
擬
店

各
種
イ
ベ
ン
ト

理
学
療
法
、
作
業
療
法
展
示

※
楽
し
い
こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

二
―
四
八
一
〇

７

!

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
十
九
回

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

ミ
レ
ニ
ア
ム
二
〇
〇
〇
年
を
記
念
し
て
み
か
ん
大
放
出
！

主
な
イ
ベ
ン
ト

・
婦
人
会
踊
り

・
み
か
ん
の
お
手
玉

・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧

・
数
量
あ
て
ク
イ
ズ

・
ミ
レ
ニ
ア
ム
み
か
ん
投
げ

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

主 催
みかん祭り実行委員会

と

き

平
成
十
一
年
十
一
月
十
九
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時

と
こ
ろ

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園（
小
雨
決
行
）

入場
無料

も
う
す
ぐ
で
す

日
本
の
人
口

町
民
体
育
大
会

第
九
回

勝
浦
み
か
ん
祭
り

秋
空
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
で

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
は
二
〇
〇
〇
年
を
祝
し
て
み
か
ん
を

大
提
供
し
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第５回

紅
舞
祭
開
催

（日）

（日）

（日） （土）



二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
こ
と
ば
を
書
く

こ
と
を
通
し
て
勝
浦
町
の
活
性
化
と
文
字
文

化
の
高
揚
を
図
り
、
次
の
と
お
り
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

主

催

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
実
行
委
員
会

阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾

参
加
資
格

町
内
の
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
大
学
一
般

作
品
形
式

毛
筆
の
た
て
書
き

条
幅
半
切
の

四
分
の
一
（
六
八
㎝
×
一
七･

五
㎝
）

作
品
の
左
に
、
学
生
は
校
名
・
学
年
・

氏
名
。
一
般
は
地
域
名
・
氏
名
を
書
く
。

課

題

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
こ
と
ば

例

ゆ
め

と
も
だ
ち

川
は
た

か
ら

豊
か
な
心

景
勝
地

大
自
然

伝
承
芸
能

医
療

福
祉

地
球
環
境
な
ど

出
品
数

一
人
一
枚

出
品
料

一
人
百
円

出
品
締
切

平
成
十
二
年
十
二
月
十
二
日

※
団
体
は
出
品
目
録
を
提
出
す
る
。

作
品
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
事
務
局

〒
七
七
一
―
四
三
〇
六

勝
浦
町
棚
野

殿
川
武
男
宛

二
―
二
三
六
一

FAX
二
―
二
三
六
一

表

彰

大
賞
・
特
別
賞
・
優
秀
賞

出
品
者
全
員
に
参
加
賞

会
期
・
展
示
場

【
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
一
カ
年
間
】

大
宮
八
幡
神
社

【
一
月
四
日
か
ら
一
月
二
十
日
】

阿
波
銀
行
勝
浦
支
店
・
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
勝
浦
支
所
・
徳
島
銀

行
勝
浦
支
店
・
勝
浦
郵
便
局

税
に
つ
い
て
の
関
心
と
正
し
い
理
解
を
も
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
及
び
日
頃
な
か
な
か
親
し

み
に
く
い
「
税
金
」
を
親
し
み
や
す
い
「
ま

ん
が
」
と
い
う
方
法
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
ま
ん
が
を
描
く
」
こ
と
と
「
ま
ん
が
を

見
る
」
こ
と
の
両
方
で
「
税
金
」
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
第
四
回
全
国
ま
ん
が
税
金
展
」
が
次
の
通

り
徳
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

税
金
展
の
会
場
に
お
い
て
は
優
秀
作
品
の

ほ
か
徳
島
県
下
の
方
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品

の
全
て
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
開
催
期
間
中
来
場
さ
れ
た
方
に
は

粗
品
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時

平
成
十
二
年
十
一
月
十
五
日

か
ら
二
十
日

ま
で

午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で

開
催
場
所

徳
島
市
寺
島
本
町
西

徳
島
そ
ご
う
七
階
・
四
階

特
別
室
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
）

主

催

高
松
国
税
局
・
徳
島
税
務
署

く
わ
し
く
は

徳
島
市
徳
島
町
二
丁
目
五
七
番
地

（
東
京
生
命
館
二
階
）

社
団
法
人
徳
島
県
年
金
福
祉
協
会

〇
八
八
―
六
二
五
―
三
三
三
八

８

68
㎝

17.5㎝

第
五
回

新
春
夢
く
ら
べ
書
道
展
作
品
募
集
要
項

第
四
回

■自衛官募集案内■

募
集
種
目

自 衛 隊 生 徒

資

格

中卒（見込）

17歳未満の男子

受
付
期
間

平成12年11月６日

～13年１月５日

試
験
期
日

一次 平成13年１月７日

二次 平成13年１月20日
～24日

技術関係の業務に従事す
る曹としての知識、技能を
養う４年間の教育後（高校
卒業資格習得）、３曹に昇任。

お問い合わせは

阿南募集事務所
０８８４－２２－６９８１

小松島分駐所
０８８５３－８－１９８１

年
金
積
立
金
が
み
な
さ
ん
の

住
宅
・
教
育
を
応
援
し
ま
す

住 宅 資 金
利用できる方

現在お勤め事業所で厚生年金保険の加入期

間が３年以上の方が、住宅を新築・購入・増
改築などをする場合に資金を融資します。

融資限度額
100万円～2,120万円（バリアフリー住宅2,890万円）

融資利率及び返済期間
年3.22％ 固定金利（返済期間25年以内）
年3.43％ 固定金利（返済期間30年～35年）
年2.88％（当初10年間） ～3.88％（11年目以降）の２段階方式

（年金バリアフリー住宅融資）
年2.81％（当初10年間） ～3.76％（11年目以降）の２段階方式

教 育 資 金
子どもさんの高校・専門学校・大学などへの

入学や在学中の教育資金にご利用ください。

利用できる方
現在厚生年金又は国民年金に加入中で通算

して加入期間10年以上ある方。

貸付限度額
厚生年金被保険者学生１人 100万円以内
国民年金被保険者学生１人 50万円以内

貸 付 利 率 固定制年 2.20％

返 済 期 間 10年（据置き制度もあります）

※国民金融公庫の一般教育ローンと併用できます。

募

集

し

ま

す

（月）

（火）

（水）



セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
ご
相
談
は

徳
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
へ
！

対
価
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
事
務
所
内
で
性
的
関
係
を
要
求
さ
れ

拒
否
し
た
と
こ
ろ
、
解
雇
を
通
告
さ

れ
て
い
る
。

・
出
張
中
の
車
中
に
お
い
て
上
司
が
腰
、

胸
等
に
触
り
、
抵
抗
し
た
と
こ
ろ
、

不
利
益
な
配
置
転
換
を
さ
れ
た
。

環
境
型
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
給
湯
室
に
お
い
て
上
司
が
抱
き
つ
い

て
き
た
た
め
、
出
勤
す
る
の
が
つ
ら

い
。

・
事
務
所
内
に
お
い
て
事
業
主
が
腰
、

胸
等
に
度
々
触
り
、
苦
痛
に
感
じ
、

そ
の
就
業
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
。

最
近
の
家
族
模
様
と

家
庭
裁
判
所

徳島県最低賃金

１ 日 4，852円
１時間 607円
実施年月日 平成12年10月１日

お問い合わせ・ご相談は

徳島労働局労働基準部賃金室
（ 088－652－9165）

又は最寄りの労働基準監督署へ

キャンペーン

11月１日 ～10日

今
す
ぐ
確
認
！
最
低
賃
金

踏
切
事
故
防
止
の
た
め
の
お
願
い

①
踏
切
の
手
前
で
一
旦
停
止
し
、
安
全
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
、
踏
切
内
に
入

る
の
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

③
も
し
踏
切
内
で
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
き
は

遮
断
か
ん
を
押
し
て
踏
切
外
に
出
て
く
だ

さ
い
。

④
踏
切
内
で
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
、
ま

ず
は
列
車
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
踏
切
内
で
の
エ
ン
ス
ト
と
落
輪
の
防
止
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑥
電
化
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
踏
切
頭
上
の

電
車
線
等
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
夫
婦
間
暴
力

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
や

児
童
虐
待
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

家
庭
裁
判
所
の
調
停
や
審
判
で
取
り
扱
う
事

件
で
も
、
関
連
す
る
問
題
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

夫
婦
暴
力
が
背
景
に
あ
る
よ
う
な
調
停
事

件
の
場
合
、
家
庭
裁
判
所
で
は
、
調
停
の
席

で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
様
々
な
工

夫
や
、
調
停
に
出
席
し
た
が
ら
な
い
相
手
方

に
は
、
専
門
的
知
識
・
経
験
を
持
っ
た
家
庭

裁
判
所
調
査
官
が
、
事
情
を
聞
い
た
り
、
調

停
手
続
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
り
し
て
調

停
で
の
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
事
者
の
気
持
ち
に
配
慮
し
な
が

ら
医
療
機
関
や
、
婦
人
相
談
所
な
ど
関
係
の

機
関
と
協
力
し
て
問
題
の
解
決
を
図
れ
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
を
理
由
と
し
て
申
し
立
て
ら
れ

る
審
判
事
件
と
し
て
は
、
児
童
の
福
祉
施
設

収
容
の
承
認
事
件
（
児
童
福
祉
法
第
二
十
八

条
事
件
）
や
親
権
喪
失
宣
告
事
件
な
ど
が
あ

り
、
ま
た
、
離
婚
に
関
す
る
調
停
事
件
の
中

に
も
、
児
童
虐
待
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
件
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
家
庭
裁
判
所
で
は
、
児
童
相
談

所
と
の
連
携
を
密
に
し
、
早
期
に
状
況
を
把

握
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

関
係
機
関
と
協
力
し
て
子
ど
も
の
安
全
を
確

保
し
、
迅
速
に
、
適
切
な
保
護
の
方
針
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

夫
婦
間
暴
力
に
つ
い
て
は
、
参
議
院
の

「
共
生
社
会
に
関
す
る
調
査
会
」
や
総
理
府

の
男
女
共
同
参
画
審
議
会
な
ど
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
二
年
五
月
に
「
児
童
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新

し
い
成
年
後
見
人
制
度
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
、

精
神
障
害
者
な
ど
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
を
保
護
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

家
庭
裁
判
所
で
は
、
こ
う
し
た
社
会
の
動

き
や
立
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
、
今
後
も
家

庭
の
様
々
な
問
題
に
適
切
に
対
処
し
て
い
く

た
め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

審
判
や
調
停
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
徳
島
家
庭
裁
判
所
（

〇
八

八
―
六
五
二
―
三
一
四
一
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
お
悩
み
の
働
く
女
性
の

皆
さ
ん

未
だ
、
対
応
が
図
ら
れ
て
い
な
い
事
業
主
の

皆
さ
ん

徳
島
労
働
局
雇
用
均
等
室
へ
ご
相
談
を

徳
島
市
寺
島
本
町
西
一
丁
目
七
番
地
一

日
通
朝
日
徳
島
ビ
ル
六
階

〇
八
八
―
六
五
二
―
二
七
一
八

FAX

〇
八
八
ー
六
五
二
ー
二
七
五
一

９

Information

お

知

ら

せ

（水） （金）
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11月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（６日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
Ｊ Ａ 生 比 奈 支 所 保冷 庫 前

（ 果 樹 試 験 場 上 り 口 ）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（13日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（20日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四
月

曜

日

（27日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

11月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（７日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（14日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰のゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（21日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（28日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃
〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

クリーン情報－家庭ゴミ 出す前に分別チェック－

【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て

い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼

い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
て
な
い
犬
は
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の

引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

十
一
月
八
日

十
一
月
二
十
九
日

（水）

（水）

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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去
年
の
夏
、
私
の
六
歳
年
下
の
妹
が

家
に
友
達
を
連
れ
て
き
た
と
き
の
事
で

す
。
玄
関
か
ら
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
ー
す
。」

と
言
う
四
、
五
人
の
女
の
子
の
元
気
な

声
が
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
「
段
差
、

段
差
。」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と

思
っ
て
、
部
屋
か
ら
の
ぞ
い
て
見
る
と
、

一
人
の
女
の
子
を
み
ん
な
で
取
り
囲
む

よ
う
に
し
て
階
段
を
登
っ
て
く
る
と
こ

ろ
で
し
た
。
リ
ビ
ン
グ
に
入
っ
て
く
る

な
り
そ
の
Ｍ
ち
ゃ
ん
は
こ
れ
何
、
こ
れ

は
、
こ
れ
は
と
言
っ
て
テ
ー
ブ
ル
や
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど
、
い
ろ
ん
な
家
具
を

触
り
始
め
ま
し
た
。
す
る
と
妹
達
は

「
そ
れ
は
テ
ー
ブ
ル
。」「
そ
れ
は
イ
ス
。」

「
あ
っ
、
そ
こ
は
開
け
た
ら
あ
か
ん
、

割
れ
る
物
、
入
っ
て
る
で
。
危
な
い
か

ら
触
っ
た
ら
あ
か
ん
。」
と
Ｍ
ち
ゃ
ん

に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
最
初
、
人

の
家
に
来
て
い
ろ
い
ろ
触
っ
て
、
少
し

嫌
な
気
が
し
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に

あ
っ
と
気
づ
き
ま
し
た
。「
こ
の
子
目
が

見
え
な
い
ん
だ
。」
Ｍ
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
触
る
事
は
私
達
が
目
で
物
を
見
る
事

と
同
じ
な
ん
だ
、
と
。
そ
の
こ
と
を
わ

か
っ
て
い
る
妹
達
は
い
っ
し
ょ
に
遊
ぶ

に
は
ま
ず
家
の
中
の
様
子
を
Ｍ
ち
ゃ
ん

が
知
る
事
が
必
要
で
、
か
つ
危
険
な
場

所
や
触
っ
て
は
い
け
な
い
物
な
ど
を
教

え
て
あ
げ
て
い
る
の
で
し
た
。
Ｍ
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
触
る
事
は
生
き
て
い
く
上

で
必
要
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
よ
そ
の
家

に
来
て
引
き
出
し
を
か
っ
て
に
あ
け
る

の
は
い
け
な
い
と
い
う
事
も
言
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
こ
れ
が
本
当
の
友
達
な

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
人
間
は
大
き
く

な
る
に
連
れ
て
障
害
者
に
気
を
使
い
ま

す
。
私
は
そ
れ
が
や
さ
し
さ
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
遠
慮
し
た
の
で

は
本
当
の
や
さ
し
さ
と
は
い
え
な
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
次
に
妹
達
が
何
を
し
て
遊
ぶ
の

か
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
や

カ
ル
タ
、
お
り
が
み
、
着
せ
替
え
人
形

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
で
ま
し
た
。

最
初
に
し
た
の
は
お
医
者
さ
ん
ご
っ
こ
、

次
に
し
た
の
が
カ
ラ
オ
ケ
ご
っ
こ
で
し

た
。
妹
達
な
り
に
ど
ん
な
遊
び
を
す
る

と
Ｍ
ち
ゃ
ん
も
い
っ
し
ょ
に
み
ん
な
で

遊
べ
る
か
考
え
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
か

ら
公
園
に
行
こ
う
と
い
う
事
に
な
り
私

も
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
し
た
。
Ｍ
ち
ゃ

ん
は
と
て
も
活
発
な
子
で
走
り
ま
わ
っ

た
り
、
す
べ
り
台
を
し
た
り
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
を

し
は
じ
め
る
と
私
と
母
は
と
て
も
心
配

で
下
か
ら
さ
さ
え
て
い
ま
し
た
。
妹
達

も
「
手
を
前
、
次
は
右
足
出
し
て
。」

と
か
言
っ
て
い
ま
し
た
。
突
然
Ｍ
ち
ゃ

ん
が
腹
ば
い
に
な
り
「
い
い
事
考
え
た

か
ら
、
手
を
は
な
し
て
。」
と
私
と
母

に
言
う
の
で
す
。
い
っ
た
い
何
を
す
る

の
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
見
て
い
る

と
Ｍ
ち
ゃ
ん
は
何
と
そ
の
輪
っ
か
の
中

を
ス
ル
ス
ル
と
す
べ
る
よ
う
に
進
ん
で

行
き
ま
し
た
。
妹
達
は
「
Ｍ
ち
ゃ
ん
、

す
ご
い
。」
と
言
っ
て
大
拍
手
を
し
ま

し
た
。
私
も
「
あ
あ
、
こ
ん
な
方
法
も

あ
る
ん
だ
。」
と
思
っ
て
感
心
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
ヵ
月
か
し
て
幼
稚
園

に
妹
を
迎
え
に
行
っ
た
時
、
私
は
Ｍ
ち
ゃ

ん
が
園
庭
で
竹
馬
を
し
て
い
る
姿
を
見

ま
し
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
最
初

は
で
き
な
く
て
泣
い
た
り
す
る
事
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
幼
稚
園
の
先
生
や
Ｍ

ち
ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
と
夏
休
み
に
一
生

懸
命
練
習
し
て
、
二
学
期
に
は
乗
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら
、「
こ
の
子
は

目
が
見
え
な
い
ん
だ
か
ら
乗
れ
な
く
て

も
し
か
た
が
な
い
。
危
な
い
ん
だ
か
ら

練
習
し
な
く
て
も
い
い
。」
と
思
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
。
で
も
Ｍ
ち
ゃ
ん
を
見

て
か
ら
は
違
い
ま
す
。
人
に
は
い
ろ
ん

な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
可
能
性

を
自
分
で
見
つ
け
ら
れ
な
い
時
、
一
人

で
発
揮
し
に
く
い
時
で
も
周
り
の
人
の

協
力
で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
も
た
ら
す

事
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
テ
レ
ビ
で
全

盲
の
人
が
目
の
見
え
る
人
を
パ
ー
ト
ナ
ー

に
し
て
マ
ラ
ソ
ン
を
し
た
り
、
義
足
の

人
が
陸
上
競
技
を
し
て
い
る
の
を
見
た

事
が
あ
り
ま
す
。

Ｍ
ち
ゃ
ん
が
幼
稚
園
を
選
ぶ
と
き
、

い
く
つ
か
の
園
で
人
手
が
足
り
な
い
か

ら
と
断
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
障
害
を
持

つ
人
達
が
、
普
通
校
へ
通
う
と
か
就
職

を
す
る
と
か
い
う
多
く
の
人
々
が
と
う

ぜ
ん
の
よ
う
に
受
け
て
い
る
権
利
を
得

よ
う
と
す
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
条
件
や

設
備
が
要
求
さ
れ
門
戸
が
狭
く
な
り
ま

す
。
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
社
会
生
活

を
送
る
た
め
に
は
行
政
が
法
律
や
設
備

に
つ
い
て
考
え
な
お
し
、
人
々
が
心
の

中
に
あ
る
障
害
者
と
そ
う
で
な
い
人
と

い
う
枠
を
取
り
払
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
将
来
、
障
害
を

持
っ
た
人
に
限
ら
ず
誰
か
が
何
か
を
し

た
い
と
思
っ
た
と
き
共
に
協
力
し
て
、

頑
張
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
周
り
に
本
当
の
や
さ
し
さ
が
満

ち
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
。
障
害
が
あ
る
か

ら
で
き
な
く
て
も
仕
方
な
い
と
い
う
の

で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
そ
の
障
害
を

カ
バ
ー
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で

き
る
か
、
そ
れ
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

本当のやさしさ
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と

き

十
二
月
五
日
か
ら

十
二
月
十
日
ま
で

と
こ
ろ

勝
浦
町
図
書
館

二
階

郷
土
資
料
室
・
視
聴
覚
室

町
内
外
よ
り
、
多
数
の
愛
好
家
に
よ
っ

て
好
評
を
博
し
て
い
る
掛
軸
展
示
会
を
、

内
容
も
一
新
し
て
展
示
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
阿
波
徳
島
に
ゆ
か
り
の
あ

る
掛
軸
を
中
心
と
し
て
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
家
宝
と
し
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て

い
る
軸
物
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
十
一
月

二
十
日
ま
で
に
図
書
館
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

図書館だより

毎
月
、
第
四
日

曜
は
、
図
書
館
内

児
童
室
コ
ー
ナ
ー

で
、
お
は
な
し
会

を
開
い
て
い
ま
す
。

紙
芝
居
や
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ

な
ど
で
す
。
楽
し

い
お
は
な
し
の
世

界
で
、
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か

ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

お
は
な
し
会（
紙
芝
居
）
の
お
知
ら
せ

掛
軸
展
示
会

勝浦町図書館でよく読まれている本

・だから、あなたも生きぬいて 大 平 光 代

・乙武レポート 乙 武 洋 匡

・つ ば さ ダニエル・スティール

・生きてます15歳 武 田 麻 弓

・「捨てる」技術 辰 見 渚

・秋田殺人事件 内 田 康 夫

・ハリーポッターと賢者の石 Ｊ・Ｋ・ローリング

・命 柳 美 里

・話を聞かない男、地図を読めない女 アラン・ビーズ

バーバラ・ビーズ

行

事

子
ど
も
映
画
会

四
日

午
後
二
時
か
ら

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
六
日

午
後
二
時
か
ら

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

一
日
・
八
日
・
十
五
日
・

二
十
二
日
・
二
十
九
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図

書
館
が
し
ま
っ
て
い
る

時
は
、
返
却
本
は
玄
関

前
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

11 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

休
館
日 （土）

（日）



梵
鐘
の
沁
み
い
る
村
や
秋
の
雨

抱
き
た
る
孫
の
温
み
や
そ
ぞ
ろ
寒

坂
本

美
馬
直
枝

稲
雀
案
山
子
の
肩
に
ひ
と
休
み

野
良
帰
り
頬
ゆ
く
風
も
秋
の
声

坂
本

中
山

治

信
州
の
旅
の
宿
な
る
走
り
蕎
麦

落
栗
の
色
艶
や
か
を
拾
い
け
り

坂
本

池
谷
武
久

稲
雀
一
集
団
に
指
揮
者
あ
り

新
そ
ば
や
祖
谷
の
軒
場
に
吊
ら
れ
お
り

坂
本

山
口
昭
市

共
に
栗
拾
い
し
母
の
若
か
り
し

新
蕎
麦
や
老
舗
に
懸
る
藍
の
れ
ん

坂
本

新
居
雄
彦

こ
の
棚
田
今
年
で
最
後
ぞ
稲
雀

栗
は
ぜ
て
見
上
げ
る
空
の
碧
さ
か
な

坂
本

新
居

晋

新
そ
ば
に
減
食
の
箸
狂
う
夫

栗
一
ツ
供
へ
る
童
に
笑
む
地
蔵

坂
本

仙
才
よ
し
こ

稲
雀
追
い
つ
め
て
ゆ
く
コ
ン
バ
イ
ン

新
そ
ば
と
妻
が
土
産
の
包
み
解
く

坂
本

仙
才

清

放
課
後
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
鰯
雲

境
内
に
散
り
敷
く
い
ち
ょ
う
も
み
じ
か
な

横
瀬

日
下
智
世
子

黄
金
色
里
か
ら
山
へ
這
い
上
り

シ
ャ
ワ
ー
よ
り
薪
風
呂
恋
し
虫
の
声

横
瀬

前
田
好
月

菊
人
形
順
に
貰
ひ
し
命
水

秋
袷
女
で
混
め
る
花
道
展

三
溪

中
山
い
く
子

秋
風
や
乾
き
て
を
り
し
父
母
の
墓

ふ
る
里
は
秋
の
星
ふ
る
港
町

棚
野

井
上
さ
か
え

村
お
こ
し
か
つ
ぐ
子
等
の
え
び
す
顔

秋
し
ま
い
カ
ラ
オ
ケ
会
に
は
く
し
ゅ
う
す
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

三
日
月
に
届
く
が
ご
と
く
煙
あ
り

こ
お
ろ
ぎ
の
声
の
し
き
り
に
石
垣
で

生
名

石
田
白
萩

シ
ド
ニ
ー
の
感
激
涙
秋
涼
し

夫
の
快
気
安
堵
の
部
屋
に
秋
の
風

生
名

小
西
典
子

ひ
と
つ
ず
つ
消
し
て
一
灯
夜
の
長
し

一
病
の
露
け
き
も
の
を
連
れ
て
日
々

生
名

丸
山
香
月

秋
時
雨
墨
絵
の
ご
と
き
山
幾
重

郷
訪
え
ば
オ
レ
ン
ジ
色
に
み
か
ん
熟
れ

沼
江

駒
津
光
洋

新
米
と
云
う
て
振
舞
ふ
塩
む
す
び

温
泉
の
チ
ラ
シ
と
共
に
秋
便
り

沼
江

大
川
富
美

秋
晴
や
空
間
を
行
く
点
と
線

芒
原
風
空
か
ら
も
海
か
ら
も

沼
江

中
井
清
二
郎

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。「
眼

前
の
風
景
に
捉
わ
れ
過
ぎ
な
い
よ
う

に
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
例
と
し
て

今
が
秋
の
季
節
だ
か
ら
秋
燕
と
表
現

さ
れ
る
が
、
春
・
夏
の
燕
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
に
違
う
か
秋
燕
の
特
徴
を

表
し
て
い
る
か
ど
う
か
。
秋
だ
か
ら

秋
燕
と
か
秋
簾
と
か
安
易
に
季
語
を

詠
み
込
む
の
で
な
く
本
質
に
迫
っ
た

季
語
こ
そ
大
切
で
す
。

（
係
）
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わ
た
し
の
作
品

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首
、
川
柳
一
人
一
句

あ
て
先

中
角

豊
田

明

俳
句
一
人
二
句

締
切

い
ず
れ
も
十
一
月
二
十
日

次
回
作
品
募
集

十
一
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

十
二
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

新刊書紹介

・エ ネ ミ イ 森 村 誠 一

・のほほん絵日記 さくらももこ

・社長ゲーム 薄井ゆうじ

・貴賓室の怪人 内 田 康 夫

・炎 の 影 香 納 諒 一

・天下騒乱 上・下 池宮彰一郎

・啓順凶状旅 佐 藤 雅 美

・ページをめくる指 金井美恵子

・Ｐ ｉ ｎ ｋ 柴田よしき

・富良野風話 倉 本 聡

・体は全部知っている 吉本ばなな

・検事霞夕子夜更けの祝電 夏 樹 静 子

・艶
ひかり

紅
べに

藤 田 宣 永

・あ や か し 高 橋 克 彦

・ダブル・スパイラル 米 山 公 啓

・ゼーム坂から幽霊坂 吉 村 達 也

・ローマ人の物語９ 塩 野 七 生

・神様がくれた指 佐藤多佳子

・雪 月 夜 馳 星 周

・野菜がクスリになる50の食べ方 池 田 弘 志

・うちのごはんが楽しい理由 栗原はるみ

・知っていますか暮らしの有害物質 及川紀久雄

・もうアレルギーに苦しまない 永 井 博 弌

・55歳からの筋力トレーニング 宮 畑 豊

・冠婚葬祭－暮らしの便利辞典－ 小 学 館
その他

俳

句
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交通死亡事故多発警報発令中!

「
事
件
か
な
」と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
一
一
〇
番
を
！

事
件
発
生
後
に
、
付
近
の
住
民
の
み
な
さ
ん

に
聞
き
込
み
捜
査
を
し
ま
す
と
、「
そ
う
い
え
ば
、

あ
の
と
き
女
性
の
悲
鳴
ら
し
い
も
の
が
聞
こ
え

た
。」
と
い
っ
た
情
報
を
い
た
だ
け
る
の
で
す

が
、
も
し
そ
の
と
き
に
一
一
〇
番
通
報
を
し
て

い
た
だ
け
た
ら
確
実
に
犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

「
痴
話
げ
ん
か
だ
と
思
っ
た
。」
と
か
「
関

わ
り
合
い
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
。」「
誰
か
が

警
察
に
連
絡
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。」
と
い
っ

た
理
由
か
ら
、
一
一
〇
番
通
報
を
さ
れ
な
か
っ

た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
通
報
が
早
け
れ

ば
早
い
ほ
ど
被
害
者
を
無
事
救
出
し
、
ま
た
、

犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

一
一
〇
番
通
報
は
、
事
件
が
確
実
に
発
生
し

た
と
判
っ
た
と
き
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
場
合
や
怪
し
い
人

物
を
見
か
け
た
り
し
た
場
合
に
は
、
深
夜
、
早

朝
を
問
わ
ず
、
一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。
そ
の
電
話
が
被
害
者
を
救
う
こ
と
も
あ
る

か
ら
で
す
。

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を
！

市
民
の
み
な
さ
ん
が
不
審
な
車
両
ナ
ン
バ
ー

を
メ
モ
し
、
そ
れ
を
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ

い
た
た
め
に
解
決
す
る
こ
と
の
で
き
た
事
例
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

事
件
が
あ
っ
た
頃
、
不
審
な
人
や
車
を
目
撃

し
た
と
か
、
あ
る
い
は
犯
人
に
似
た
人
を
知
っ

て
い
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

今
年
も
十
一
月
十
五
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁

さ
れ
ま
す
。
来
年
二
月
十
五
日
ま
で
が
狩
猟

期
間
で
す
。

昨
年
一
月
に
は
木
沢
村
で
、
獲
物
と
人
を

間
違
え
発
射
し
、
撃
た
れ
た
人
が
死
亡
す
る

と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
不
幸
な
事
故
を
な
く
す
た
め
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●

ハ
ン
タ
ー
は
猟
銃
を
発
射
す
る
際
に
は
、

必
ず
周
囲
の
安
全
を
確
か
め
る
な
ど
猟
銃

の
取
扱
い
の
基
本
を
守
り
、
事
故
の
な
い

安
全
な
狩
猟
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●

山
歩
き
や
仕
事
で
、
こ
の
期
間
中
、
山

な
ど
狩
猟
が
行
わ
れ
る
地
域
に
立
ち
入
る

場
合
に
は
、
獲
物
と
間
違
わ
れ
や
す
い
服

装
は
避
け
、「
目
立
つ
色
の
服
装
を
す
る
」

ま
た
、
音
で
ハ
ン
タ
ー
が
気
が
付
き
や
す

い
よ
う
「
ラ
ジ
オ
な
ど
を
携
帯
」
し
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

狩
猟
期
間
中
の

〝事
故
０〟
に
ご
協
力
を

高
齢
者
事
故
防
止
に
つ
い
て

反射材着用の推進
「薄暮時」、「夜間」及び「夜明け」が、高齢

者事故の多発時間帯です。

夜間の安全を確保するため、ドライバーに自

分の姿を見せることが大切です。

外出する時は明るい色の服装で反射材を身に

つけ、自転車には反射材を貼り付け、ライトは

必ず点灯しましょう。

横断時の安全確認
道路を横断する時は、必ず立ち止まり、右・左の

安全をよく確かめてから渡りましょう。また、車が

通り過ぎても、もう一度、安全を確かめましょう。

近くでもシートベルトの着用を!
高齢ドライバーの事故の多くが、運転開始後

間もない頃に自宅近くの通りなれた道路で発生

しており、加齢に伴い軽い衝撃でも頭や首に致

命傷を受ける場合があります。
交通事故の被害を軽減するため、車に乗った

ときは運転者だけでなく同乗者にも必ずシート

ベルトを着用させましょう。

守
ろ
う
!!
高
齢
者

や
め
よ
う
!!

飲
酒
・
暴
走
運
転

駐在所
だより
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歩
く
だ
け
で
か
ら
だ
は
元
気
に
な
る

あ
る
こ
う

あなたの健康と
暮らしを支える国保

保険証を交付します
国保に加入すると、各世帯ごとに保険証（国民健康保険被保険者証）

が交付されます。保険証は、国保の被保険者であることを証明すると

ともに、お医者さんにかかるときの受診券になります。大切にとりあ

つかいましょう。

保険証のとりあつかい方
１ 新しく保険証を受け取ったときは、記載事項と有効期限を確認しましょう。

２ 受診するときは、かならず病院の窓口へ提出しましょう。

３ 保険証の貸し借りは禁じられています。

４ なくしたり、よごして使えなくなったときは、窓口で再発行の手続きをし
ましょう。

５ 会社に勤めたり、他の市区町村へ転出する場合は、ただちに保険証を返し
ましょう。

６ 有効期限が切れたり、コピーした保険証は使用できません。

老人保健制度で
医療を受ける人の場合

退職者医療制度に
該当する人の場合

退職者医療制度

に該当する人の

場合には、「退職

被保険者証」が

交付されます。

老人保健制度で医療

を受ける場合には、

国保の保険証に加え

て「医療受給者証」

と「健康手帳」が交

付されます。

保険証がもう１枚必要なとき
保険証は、１世帯に１枚が原則です。しかし、家族の中で町外療養施設入所

や修学のために一時的に他の市区町村に住む人がある場合には、申請によりも

う１枚保険証が交付されます。

国保は、次のようにしてみなさんの健康生活を支えています。
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの他

６ 月
骨 粗 鬆 症 検 診
健 康 教 室

９:00～15:00 棚野 集 会所 30歳以上の女性
受診料 ～500円
健 康 手 帳

８ 水
骨 粗 鬆 症 検 診

健 康 教 室
９:00～15:00 星谷 集 会所 30歳以上の女性

受診料 ～500円

健 康 手 帳

９ 木 成 人 歯 科 健 康 診 査 14:00～16:00 久国 集 会所
40歳以上の住民

（予約が必要）
無 料

13 月

健 康 相 談 13:30～15:00
今山ふれあい

交 流 館
一 般 住 民 健 康 手 帳

母との子の健康教室 ９:00～15:00
農村環境改善

セ ン タ ー

幼児をもつお母さんとそ

の家族

14 火 コレステロール教室 ９:30～15:00 中山 集 会所
コレステロール・中性脂

肪の高い方
健 康 手 帳

17 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30 勝 浦 病 院
平成12年２月１日から９

月30日までに生まれた子
母子健康手帳

21 火 健 康 相 談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

27 月 健 康 相 談 10:00～11:30 勝 浦 会 館 一 般 住 民 健 康 手 帳

11月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

大 西 桜 花
さくら

ちゃん ２歳 大久保慶
けい

子
こ

ちゃん ２歳

巡回結核検診の結果に
ついてのお知らせ

平
成
十
二
年
八
月
二
日
、
九
月
十
一
日
、
九
月

十
八
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
実
施
し
ま
し
た
結
核

検
診
の
結
果
は
受
診
者
数
百
五
十
三
人
で
し
た
。

異
常
な
し
が
百
四
十
六
人
で
精
密
検
査
が
必
要
な

方
は
七
人
で
し
た
。
七
人
の
方
に
は
結
果
通
知
を

送
り
ま
し
た
が
、
異
常
の
な
か
っ
た
方
に
は
個
人

通
知
を
送
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な

お
、
精
密
検
査
が
必
要
な
方
は
、
必
ず
医
療
機
関

等
へ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
毎
年
総
合
健
診
や
地
区
巡
回
で
健
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
未
受
診
の
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
結
核
の
新
規
登
録
患
者
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受
け
、
健
康
管

理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

みんなの健康
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乳
幼
児
突
然
死
症
候
群（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
対
策
強
化
月
間

11月１日～

11月30日

期 間

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
々
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
!!

○

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
は
？

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
事
故

や
窒
息
で
は
な
く
、
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然

死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

日
本
で
は
、
年
間
五
百
～
六
百
人
の
赤
ち
ゃ

ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
の
約
二
千
人

に
一
人
の
割
合
で
す
。
生
後
一
～
四
ヶ
月
頃

が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
歳
未
満

の
乳
児
期
の
赤
ち
ゃ
ん
に
起
き
て
い
ま
す
。

○

日
本
で
も
全
国
的
な
調
査
を
実
施

平
成
九
年
度
に
全
国
的
な
調
査
研
究
が
行

わ
れ
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

①

う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
る
こ
と
は
、
あ
お

む
け
に
寝
か
せ
る
の
と
比
べ
て
三
倍
ほ
ど

発
症
の
危
険
性
が
高
い
。

②

人
工
乳
哺
育
の
場
合
は
母
乳
哺
育
の
場

合
に
比
べ
て
四
・
八
倍
ほ
ど
の
発
症
の
危

険
性
が
高
い
。

③

父
母
と
も
に
喫
煙
し
て
い
る
場
合
は
、

し
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
て
四
・
七
倍
ほ

ど
発
症
の
危
険
性
が
高
い

平
成
九
年
度
厚
生
省
心
身
障
害
研
究
「
乳
幼

児
死
亡
の
防
止
に
関
す
る
研
究
」
に
よ
る

（

）

できるだけ母乳で育てよう

母乳育児が赤ちゃんにとって最適

であることは良く知られています。

人工乳がSIDSを起こすのではあり

ませんが、できるだけ母乳育児に

トライしましょう。

タバコをやめよう

タバコはSIDS発症の大きな危険因

子です。妊娠中の喫煙はお腹の赤

ちゃんの体重が増えにくくなりま

すし、呼吸中枢にも明らかによく

ない影響を及ぼします。妊婦自身

の喫煙はもちろんのこと、妊婦や

赤ちゃんのそばで喫煙はやめましょ

う。これは、身近な人の理解も大

切ですので、日頃から喫煙者に協

力を求めましょう。

あおむけ寝で育てよう

うつぶせに寝かせたときの方がSIDSの発生率が

高いということが研究者の調査からわかってい

ます。しかし、SIDSはあおむけ寝でも起こりま

すし、うつぶせ寝が直接的な原因というわけで

はなく、なぜ、うつぶせ寝がSIDSのリスクを高

めるかは不明です※。医学上の理由でうつぶせ

寝を勧められている場合以外は、赤ちゃんの顔

が見えるあおむけにねかせましょう。

寝かせ方に関しては次のようなことも注意しましょう

○寝具は固いマットを使用し、枕は使わないよう
にしましょう。

○かけ布団やタオル、ひもなどが顔にかからない

ようにしましょう。

○ベッドの回りにはガーゼやビニールなどを置か

ないようにしましょう。

○赤ちゃんを寝かす時はいつも場所や寝具への配

慮をしてください。たとえば、日中の短い眠り

でもソファなどに寝かせるのはやめましょう。

ＳＩＤＳを減らすポイント

※もともと呼吸中枢の発達がやや未熟なタイプ
の赤ちゃんが、うつぶせに寝た場合、眠りが
深くなるなどの要因で、眠りからさめにくく

なるためではないかと考えられています。ま
た、寝返りが打てるくらいに成長すれば、む
しろ起こりにくくなると考えられます。



９
月
16
日
～
10
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
中
角
字
五
十
田

西
角
大
介

（
小
松
島
市

小
谷
裕
希

大
字
久
国
字
久
保
田

中
田
敦
士

（
阿
南
市

紅
露
美
和

大
字
坂
本
字
日
浦

大
亀
哲
男

（
石
井
町

有
持
睦
美

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

酒
井
義
弘

長
女

大
字
三
溪

）

字
西
岡

い
づ
み

し
お
り

大
西
慶
吾

二
女

大
字
中
角

）

字
東
山

貴
美
子

舞ま
い

流る

大
久
保
尚
勇

長
女

大
字
沼
江

）

字
平
間

奈
津
美

紅く
れ

葉は

樋
本
紀
亮

長
女

大
字
生
名

）

字

北

ゆ
か
り

あ
す
み

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
山
路

大
久
保
ト
ヨ
コ（

歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

宮
本
貞
男（

歳
）

大
字
久
国
字
松
ノ
本

岡
正
之（

歳
）

大
字
棚
野
字
西
久
保

中
尾
治
義（

歳
）

大
字
沼
江
字
山
路

大
久
保
龍
全（

歳
）

大
字
沼
江
字
大
屋
敷

橋
本

勸（

歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
16
日
～
10
月
15
日

大
久
保
定
義
さ
ん
（
今
山
）

小
西
泰
己
さ
ん
（
生
名
）

宮
本
元
子
さ
ん
（
黒
岩
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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11月１日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月③日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月⑤日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月７日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月９日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月11日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月13日 湯 浅 医 院 ２－２００３

11月15日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月17日 赤 岩 医 院 ２－２００６

11月⑲日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月21日 上勝町診療所 ４－５０１０

11月 日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月25日 山 西 医 院 ２－３０２７

11月27日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

11月29日 湯 浅 医 院 ２－２００３

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

戸

籍

の

窓

交通事故相談日

日 時 11月27日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853-2 -2030

相談員 小 倉 歓 一
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088- 621- 3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 11月２日

11月10日

11月17日

11月24日

● 時間

午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

11 月

教室名 実 施 日 時 間
（各２時間）

陶 芸
２ ９ 16 30

午後７:30～
木 木 木 木

踊 り
１ ８ 15

午後２:00～
水 水 水

歌 謡
６ 13 20

午後７:30～
月 月 月

生け花
７ 21

午後８:00～
火 火

大正琴
２ 16 25 木曜日は午後１: 00～

土曜日は午後６: 30～木 木 土

習 字
10 17 24

午後７:00～
金 金 金

勝浦会館 人権教育推進市町村事業

11月 交流講座日程
（月）

（木）

（金）

（金）

（金）

898462707580




